
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

ウ
ン
カ
・
ヨ
コ
バ
イ

紋

枯

病

い

も

ち

病

モ
ン
カ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
一
〇
〇
〇
倍

ダ
ブ
ル
カ
ッ
ト
ト
レ
ボ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
一
〇
〇
〇
倍

100

ℓ

８
月
上
旬

苗

立

枯

病

も
み
枯
細
菌
病

心

枯

線

虫

ば

か

苗

病

い

も

ち

病

タ
チ
ガ
レ
エ
ー
ス
Ｍ
粉
剤

ス
ミ
チ
オ
ン
乳
剤
一
〇
〇
〇
倍

テ
ク
リ
ー
ド
Ｃ
フ
ロ
ア
ブ
ル
二
〇
〇
倍

箱
当たり
６
ｇ

水
20ℓ
に

20㏄

水
20ℓ
に

100㏄

床
土
準
備

種

子

消

毒

ウ
ン
カ
・
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ

葉

い

も

ち

病

紋

枯

病

フ
ル
ス
ロ
ッ
ト
ル
箱
粒
剤

箱
当たり
　
ｇ

カ

メ

ム

シ

穂
枯
れ
・
ウ
ン
カ

い

も

ち

病

ス
タ
ー
ク
ル
液
剤
10
一
〇
〇
〇
倍

ブ
ラ
シ
ン
バ
リ
ダ
フ
ロ
ア
ブ
ル
一
〇
〇
〇
倍

100

ℓ

穂
揃
期
ま
で

50

令和３年度 安心安全でおいしい米づくり 発　行／

安
心
・
安
全 
「
信
頼
」 
強
化
に

全
員
記
帳
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
 

堆
肥
と
土
壌
改
良
資
材
を
施
用
し
て
う
ま
い
米
生
産
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

ＪＡおおいた 北部事業部 農畜産課

大 分 県 北 部 振 興 局
大 分 県 東 部 振 興 局

肥料・農薬はみなさんのＪＡから ☎ ３ ２ ― １ ５ ５ ５
☎ ７ ２ ― ０ ４ ０ ９

方法１

薬剤 使用量 使用時期 注意事項

スクミノン
10a 当たり

１〜４㎏

田植え後〜

田植え２週間後
水を溜めた状態で
均一に散布する。

方法２

資材 散布量 使　用　方　法

石灰窒素
10a 当たり

20㎏

荒起し後３〜４㎝に湛水し、３〜４日

後に全面散布し、３〜４日間湛水状態

を保っておく。

元肥はPK化成（40㎏/10a）のみを施

用すること。

穂肥は通常どおりの施用。

ジ ャ ン ボ タ ニ シ の 防 除 対 策

栽 培 暦

大分県農業協同組合
北 部 事 業 部

除 草 剤

種子更新で品質向上を図りましょう。

（大田地域） ＊この管理日誌は切りとって荷受け、検査時に農協へ必ず提出して下さい。

月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月
旬 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

稲

　の

　生

　育

水
管
理

病
害
虫
名

農
薬
名
・
倍
率

散布量
10a当たり

散
布
時
期

管
理
の
ポ
イ
ン
ト

中 津
宇 佐

☎ ３ ２ ― ９ ４ ４ ０
☎ ３ ２ ― ０ ７ １ ４

安 心 院
豊 後 高 田

☎ ４ ４ ― ２ ０ ２ ３
☎ ２ ２ ― ３ １ ３ ５

主 な 病 害 虫

播
種
時

か
ら

移
植
当
日

下記のいずれかの基準から選択してください。

側条施肥の場合は、元肥を 1 〜 2 割減量して施用してください。

穂肥は、幼穂長 1㎝（出穂前 18 〜 20 日頃）に施用してください。

出穂後の穂肥は、食味低下の原因となるので避ける。

一時的に葉色が薄くなる時

期があるが、追肥は施用し

ないこと。

本 田 施 肥 基 準

区分

品種名

元　　肥 穂　　肥

肥料名 施肥量 肥料名 施肥量

ヒノヒカリ 化成肥料

10-16-16
４０㎏

化成肥料

16-0-16
２０㎏

に こ ま る

標準施肥例 （10a 当たり）

省力（元肥一発）施肥例　（10a 当たり）

N（㎏ /10a）基準量

区分

品種名

元　　肥

肥料名 施肥量

ヒノヒカリ

に こ ま る
エ ム コ ー ト477 50 〜 60 ㎏

品種名
N

元　肥 穂　肥

ヒ ノ ヒ カ リ ４ ３

に こ ま る ４ ３

土 づ く り の ポ イ ン ト

　稲わら、麦わらの全量すき込み、牛糞堆肥投入（10a 当たり

１〜２t）を行い、地力維持に努めましょう。

　土壌改良資材を投入することで、水稲の生育向上が期待できます。

　土壌診断を行ない適切に施用しましょう。

（上記資材のいずれかを施用しましょう。）

　15㎝以上の深耕を行い、根の張りを良くし気象災害に強い稲づ

くりを行いましょう。

総 合 濃 縮 堆 肥 散 布 量

ス ー パ ー コ ン ポ １００㎏

土 壌 改 良 資 材 散 布 量

オイスターミネラル 又は ミネラルＧ １００〜２００㎏

け い 酸 加 里 ４０㎏

　 うるち も　ち

比　重 １. １３ １. ０８

水
20
ℓ

食塩 ４. ０㎏ ２. ４㎏

硫安 ５. ８㎏ ３. ２㎏

薬剤名 水 20ℓ

テクリードＣフロアブル　２００倍 100cc

スミチオン乳剤　１０００倍 20cc

■塩水選
よくまぜて、

浮いたもみを取り除く

しっかり
水洗いを
する

■箱消毒

　イチバン乳剤（20㏄／水 20ℓ）

■浸漬・催芽　水は毎日取り替える

　積算温度 100℃（水温 20℃の場合５日間）

　十分に催芽させて出芽ムラをなくす

不足 適正 過剰

種 子 の 準 備

❶ 塩水選・種子消毒の励行

❷ うす播：催芽籾

　　　　　 （150 g 〜 160 g）

　　　　　 （1.5 合〜 1.6 合）

❸ 徒長させない

　 （太くてズングリ苗）

❹ 日光によく当て硬く

　 育てる

❺ 田植前の苗箱施薬

　 の徹底

第３葉

第２葉

第１葉

播種後 23〜25日

草丈 12〜13㎝

葉数 2.5枚

理想的な稚苗

育 苗 の ポ イ ン ト

苗を作る 稲の体を作る 穂　を　作　る 米　を　作　る

※標高 100m以下では６月中下旬が田植適期です

農業用水は大切な資源です

むだなかけ流しはやめましょう。
間断かん水

溝
切
り 間断かん水 間断かん水

落水

収穫前
10日前後

い

も

ち

病

コ

ラ

ト

ッ

プ

粒

剤
５

３

㎏

い
も
ち
病
初
発
時

４

㎏

８
月
上
旬

稲

こ

う

じ

病

紋

枯

病

　

モ
ン
ガ
リ
ッ
ト
粒
剤

ウ
ン
カ
・
カ
メ
ム
シ

キ
ラ
ッ
プ
粉
剤
Ｄ
Ｌ

４

㎏

収

穫

14
日
前
ま
で

育 苗 箱 施 薬 水 管 理 粉剤防除基準 刈 り 取 り

乾 燥

◎ 必ず１箱 50g 施用すること。

◎散布後に散水すること。

◎ぬれ苗に使用しない。

◎田植え直後より10日間は、深水管理に努める。

　活着後は、３㎝程度の浅水管理とする。

◎中干し後は、出穂期前後の湛水時期を除き

　間断かん水とする。

◎刈り遅れると、光沢が劣り、茶米、胴割
　米の発生及び食味の低下の原因となりま
　す。
◎ 水管理は、刈り取りに支障がない限り直
　前まで間断かん水に努める。

◎水分を 14.5％〜 15％にしましょう。

（入水および自然落水を繰り返すこと。）

田　 植　 え

◎ 栽植密度 50 株前後の疎植で、植付本数は、

３〜４本／株で苗箱数の節約を。

中 干 し

◎１株 20 本以上の茎数確保できたら中干しを始める。

　田の表面が軽くヒビ割れる程度。（７〜 10 日）

病害虫名 散布時期 農　薬　名 散布量

いもち病・ウンカ類

コブノメイガ

８月上旬　

〜８月中旬

ブ ラ シ ン バ リ ダ

ジョーカー粉剤 DL
４㎏

穂いもち病・ウンカ類

カメムシ
穂揃期まで

ダ ブ ル カ ッ ト

スタークル粉剤 DL
４㎏

（
出
穂
２
〜
３
週
間
前
ま
で
）

区　　分 使用量10a 農薬名 注 　意 　事 　項

粒　剤
・散粒機による散布
・田植時処理

１㎏
エンペラー
１キロ粒剤

・水を３〜５㎝貯めてから散布する。

・散布後は落水せずに７日間は水深３〜５㎝にする。

・粒専用散布機で田植同時処理可

ジャンボ剤
・畦からの投込み散布

250g
エンペラー
ジャンボ

・水深５㎝以上で散布する。

・藻や浮き草が多い田は使用を避ける。

・風が強い日の使用は避ける。

フロアブル
・畦からの振込み散布

500㎖
エンペラー
フロアブル

・使用直前に容器をよく振ること。

・藻や浮き草が多い田は使用を避ける。

・風が強い日の使用は避ける。

初・中期一発除草剤

田植後の一発除草剤散布のポイント

Ｊ Ａ 名 北 部 事 業 部 地 区 名 中津　　宇佐　　安心院　　豊後高田

生産者名 印 住 所 電話番号

品 種 名 栽培区分 普通期 栽培面積 a

ほ 場 所 在 地 圃場枚数

●整地、代かきはていねいに！
　漏水対策はしっかりと！

●処理時の水深
　水尻・水口をしっかり
　とめて処理すること

●処理後の水管理
　最低７日間は水を
　絶やさないこと

　もし水がなく

なったら、水尻

をしっかり止め、

通常の湛水深に

なるまで水を入

れ 、 水口もしっ

かり止める。

（止め水かんがい）

土 づ く り

堆 肥 等
堆肥名（ 農 協 堆 肥 ）・（畜産農家堆肥）・（　　  　　）・（　  　　　）

10アール当り（　　　　　　　　　t）
月　  　日

土 づ く り 肥 料
肥料名（ケイカル）・（ミネラルＧ）・（けい酸加里）・（とれ太郎）・（ ）

10アール当り（　　　　　　　　　㎏）
月　  　日

種 子
①   ＪＡから種子購入（種子更新率　　 １００％更新　　・　　一部更新　　　　　％）

②   ＪＡから苗で購入　　　 　③   自家採取　　　 　④   その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　）

種 子 消 毒 種 子 消 毒
①  薬剤名

（テ ク リ ー ド Ｃ フ ロ ア ブ ル）     使用濃度（　　　倍）
（ス 　 ミ 　 チ 　 オ 　 ン 　 乳 　 剤 ）     使用濃度（　　　倍） 月　  　日

②  温湯消毒（60 度  10分間浸せき）

播 種 播 種 形 態 （　箱   播   種　・　圃 場 播 種　） 月　  　日

育 苗 期 箱 施 薬
薬剤名（　フ ル ス ロ ッ ト ル　）・（　 ）

使用量（　50   g ⁄ １苗 箱 あ た り ）
月　  　日

本 田 作 業

元 肥
肥料名（化成肥料 10-16-16）

（エムコート477）　　　　　　10 アール当り（　　　 ㎏）
月　  　日

田 植 月　  　日

除 草 剤
薬剤名

（　　　　　　　　　　　　）・（　　　　　　　 　　　　　）

（　　　  　　　　）・（　　　  　　　　）・（　　　  　　　　） 月　  　日

使用量 10アール当り（　　　　　　　　   ㎏・ g ・㏄ ）

病 害 虫 防 除
薬剤名（　　　　　　　　　　　　）・（　 ）

使用量 10アール当り（　　　　　　　　   ㎏・ g ・㏄ ）
月　  　日

病害虫防除（無人ヘリ）

（ １ 回 目 ）

委託先（　JA　）　　　その他（　 ）

薬剤名（ ）
月　  　日

穂 肥
肥料名（化成肥料 16-0-16）・（ ）

10アール当り（　　　　　　　　   ㎏ ）
月　  　日

病 害 虫 防 除
薬剤名（　　　　　）・（　　　　　）・（　　　　　）・（　 ）

使用量 10アール当り（　　　　　　　　   ㎏・ g ・㏄ ）
月　  　日

病 害 虫 防 除
薬剤名（　　　　　）・（　　　　　）・（　　　　　）・（　 ）

使用量 10アール当り（　　　　　　　　   ㎏・ g ・㏄ ）
月　  　日

病害虫防除（無人ヘリ）

（ ２ 回 目 ）

委託先（　JA　）　　　その他（　 ）

薬剤名（　　　　　　　　　　　　　　）・（　　　　　　　　　　　　　　 ）
月　  　日

病 害 虫 防 除
薬剤名（　　　　　）・（　　　　　）・（　　　　　）・（　 ）

使用量 10アール当り（　　　　　　　　   ㎏・ g ・㏄ ）
月　  　日

収 穫 稲 刈 月　  　日

仕 上 乾 燥  ・ 調 製 ①  農協ライスセンター　  　②  個人ライスセンター　  　③  自家　  ④  かけ干し

収 量 10 アール当り（　　　　　　　　   袋/30㎏ ）

確 認 欄 印 確 認 欄 印

※

該
当
す
る
肥
料
・
農
薬
に
◯
を
つ
け
て
下
さ
い

　※
上
記
の
肥
料
・
農
薬
は
一
例
で
す
。
同
等
の
肥
料
・
農
薬
を
お
使
い
下
さ
い

き り と り

令 和 ３ 年 産 米 栽 培 管 理 日 誌

き

り

と

り

ヒノヒカリ播
種

中
干
し

出
穂
期

※出穂期は圃場の４〜５割
　の穂が出た時です

収
穫
期

６/20 ７/中旬 ８/27 10/11

田
植
え

田
植
え

中
干
し

出
穂
期

収
穫
期

10/16９/２
にこまる

穂
肥

穂
肥

播
種

雑    　草　   名 薬　  剤　  名 10a 使用量 散布上の注意事項

広葉雑草対象

・ミズカヤツリ
・ウリカワ

バサグラン粒

バサグラン液

3 - 4㎏

500㎖ 

・粒剤はミズカヤツリに弱い。
・落水後に散布する。
・散布後２−３日は落水のままにしておく。
・降雨直前は使用避ける。

ノビエ対象

・３〜６
　葉期まで

3 〜 4
葉期 ク リ ン チ ャ ー 粒 １キロ粒剤 １〜 1 . 5 ㎏ ・水口をとめ、湛水状態で散布する。

・ノビエ専用剤で広葉雑草には効果がないので注意。
・ＥＷ（液）は展着剤を加用する。
・1.5㎏施用時は田植後 25 日以降に散布すること。6 葉期 クリンチャー EW 100㎖

ノビエ・広葉雑草対象

・ノビエ５葉期まで
・ミズカヤツリ
・ウリカワ ・ホタルイ

クリンチャーバスＭＥ液 1000㎖

・落水後に散布、散布後３日間は入水しない。
・晴天が続く時を選ぶ。
・展着剤は加用しない。
・高温により薬害がでる場合がある。

ノビエ・広葉雑草対象

・ノビエ４葉期まで
・ミズカヤツリ
・ウリカワ ・ホタルイ

レブラスジャンボ 400g
・湛水状態で水田に均等に投げ入れる。
・藻や浮草が多い田は使用を避ける。
・風が強い日の使用は避ける。

後期除草剤ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

に

こ

ま

る

出
穂
期

８
月
28
日

９
月
１
日

収
穫
期

10
月
11
日

10
月
16
日

稈
長

88
㎝

87
㎝

穂
数
／
㎡

382
本

375
本

倒
伏
性

中
や
や
強

食
味

上
の
中

上
の
中

い
も
ち
抵
抗
性

や
や
弱

や
や
弱

カメムシ類

斑点米

ホソハリカメムシ

穂いもち

ヒメトビウンカ セジロウンカ

トビイロウンカ 坪枯れ

葉いもち

ウンカ類

土まゆ 被害田

コブノメイガもんがれ病

イネミズゾウムシ

越冬後成虫 幼虫

品
種

摘
要

ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

に

こ

ま

る

出
穂
後
の
積
算
気
温

1000  

℃

1050
〜

1100  

℃

出
穂
後
日
数

45
日
頃

46
日
頃

青
籾
率

20
　
％

20
　
％

収
穫
適
期
の
目
安

麦わら・稲わらは焼却せずに、すき込みましょう（地力向上）

①根の伸張促進

②土壌が柔らかくなり、クラスト（土膜）化を軽減

麦わらすき込みのポイントと対策

①代かき時の浮き上がり防止、麦わらを15㎝以上の長めにカット。

②荒おこしは、早めの時期に深く耕す。

③代かきは、極浅水で行う。

④麦わらが分解される時にガスが発生し、水稲初期生育に影響を与えるため

　移植後15日、25日に水の入れかえを行い、ガス抜きをする。（その後通常管理）


